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【論　説】

ペンテコスタリズム
─その基本的性格と歴史的展開─

川 島 　耕　司

はじめに

　近代化とともに宗教は衰退し、その重要性は失われていくという世俗化論

に対しては大きな異議申し立てが行われている。よく知られているように、

世俗化論は 19 世紀以降、合理主義や科学の進展とともに大きな影響力をも

つようになった。マックス・ウェーバーやエミール・デュルケムといった著

名な学者たちもそれぞれ異なる仕方で、世俗化論を説いた。現在においても

西ヨーロッパや日本における宗教離れが指摘されることがある。しかし世界

の多くの地域において宗教離れは起こらなかった。実際、今日でも世界人口

の 8割は神（あるいは神々）が存在すると信じており、また主要な宗教を信

じる人々は、1900 年には 58 パーセントであったが、2000 年には 70 パーセ

ントになった1）。

　その結果、20 世紀後半ごろになると世俗化論を疑問視する動きが出てき

た。ホセ・カサノヴァが宗教の「脱私事化」を指摘したこと、また、それま
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で世俗化論を主導してきたピーター・バーガーが 1990 年代に「敗北宣言」

を発表し、「脱世俗化」を説いたことはその代表的動きである2）。こうして

現代は「ポスト世俗化の時代」であり、21 世紀は「神の世紀」であるとも

される3）。こうした認識の変化は、宗教の復興と呼ばれる動き、特に、イス

ラーム主義の運動の拡大や過激派によるテロリズム、アメリカ合衆国におけ

る福音主義の台頭、あるいは南アジアなどにおける宗教的ナショナリズムの

隆盛と宗教間暴力などによっても促進されているようにみえる。しかし比較

的見落とされているのが、グローバルなキリスト教世界におけるきわめて大

きな変化である。

　キリスト教の形は現在非常に大きく変わりつつある。非西洋地域における

キリスト教の影響はますます高まっている。1910 年には全キリスト教徒の

80 パーセントはヨーロッパか北アメリカの人々であったが、今日では 40 パ

ーセント以下になっている。そしてこのキリスト教の重心の移動とでも言い

うる状況の形成に大きく貢献したものの一つは、明らかにペンテコスタリズ

ムの急速な拡大である。ペンテコスタリズムとは聖霊の働きを重視し、初代

教会にあった信仰の原初的形態を取り戻そうとするキリスト教内の一運動で

ある。その起源に関しては後述するように諸説あるが、20 世紀初頭に世界

各地で同時発生的に生まれたとされることが多い。ペンテコスタリズムを信

じる人々は 2010 年には全世界で約 6億人であるとされ、誕生からわずか

100 年ほどで全キリスト教徒の 4分の 1を占めるに至った。彼らはさらに今

後もキリスト教人口の増加率の 2倍のペースで増えると予想され、2025 年

には全キリスト教徒の 3割ほどになると考えられている4）。

　ペンテコスタリズムの影響に関して比較的頻繁に言及されるのはサハラ以

南のアフリカやラテンアメリカである。しかし、インドネシア、フィリピ

ン、韓国においてもその影響は顕著であり、中国においてもハウス・チャー

チ運動という形で信者が増加しつつある5）。実際、近年においてもっとも増

加率が高いのはアジアであるといわれる。従来アジアでは仏教、ヒンドゥー

教、イスラームなどの影響力、あるいは国家による統制が強く、キリスト教
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は概して他地域ほどは拡大してこなかった。しかし、その状況も近年大きく

変わりつつある。アジアのほとんどの地域でペンテコスタリズムの影響がみ

られるが、アフガニスタンとカンボジアにおける増加は特に顕著であるとさ

れる6）。シンガポールにおいても信者が増えており、メガ・チャーチと呼ば

れる巨大教会も多くつくられている7）。南アジア、特にインドやスリランカ

においても信者数は大きく増えており、ヒンドゥー教徒や仏教徒の排他的な

ナショナリズムを刺激している8）。

　ヨーロッパにおいてもカトリックや伝統的なプロテスタント教会の信者数

は概して減少しているが、ペンテコステ／カリスマ派を中心とする教会は大

幅に信者数を増やしていると考えられている9）。また、日本アッセンブリー

ズ・オブ・ゴッド教団の最近の報告によれば、「カトリック国」であるとみ

なされてきたスペインにおいても近年プロテスタント教会が急速に増加して

おり、2018 年のみで 197 教会が新設された10）。実際、ペンテコスタリズム

はスペインでもっとも急速に拡大している宗教運動であり、福音主義として

くくられる運動のなかの半分以上を占めている11）。

　さらに、ヨーロッパに到着した移民たちの教会がヨーロッパ社会に与える

影響も注目されている。移民たちの教会の多くが「ディアスポラの教会」と

して彼らの信仰や文化を保持する役割を果たすためにつくられている側面が

あることは確かである。しかしなかには受け入れ国の人々に伝道するための

宣教の橋頭堡としてつくられているものもあると報告されている12）。宣教

の流れが従来の西洋から非西洋へという一方向ではなく、きわめて多方向に

なっているという状況は確実に存在する。

　ペンテコスタリズムはこのように 20 世紀を通じて急速に拡大してきたの

であるが、この運動はそもそもどのようなものであり、またなぜこれほど短

期間に多くの人々に受け入れられたのか。あるいは、どのような社会的、経

済的、政治的影響を与えてきたのであろうか。真摯な学問的関心を向けるべ

き対象であることは明らかであろう。実際、欧米などにおいてはますます多

くの重要な学際的研究が発表されるようになってきた。そのなかでたとえば
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開発途上国の貧困層や女性のエンパワーメントの問題、あるいは民主化過程

における市民社会形成への貢献などに関する検討が行われている13）。

　しかしながら、この運動に対する認知度は社会一般のみでなく、アカデミ

ズムにおいても必ずしも高いとは言えない。特に日本においては明らかに十

分には認知されていないように思われる。本稿は、今日の世界の政治的、経

済的なあり方とも明らかに深く結びついているペンテコスタリズムに関し

て、必要に応じて私自身のスリランカにおける調査を参照しつつ、その基本

的性格や歴史的展開のあり方を明らかにすることを目的としている。

1　ペンテコスタリズムの起源と展開

　ペンテコスタリズムとは、聖霊を受けること、特に聖霊によってもたらさ

れる預言、神癒、異言といった霊的な賜物（spiritual gift）を重視するキリ

スト教内における多面的な運動である14）。前述したように、この運動は 20

世紀に急速に拡大したのであるが、そのおそらく最大の起源はロサンゼルス

のアズサ通りにある。この地でアフリカ系アメリカ人牧師を中心に発生した

リバイバル運動は多くの人々を集めた（リバイバルとはペンテコスタリズム

の文脈においては、聖霊の影響下で爆発的に信者が増える現象を指すことが

多い）。彼らはその地で「聖霊のバプティスマ」を経験し、世界各地へと伝

道に向かった。しかし、今日のペンテコスタリズムの起源のすべてが北アメ

リカにあるわけではない。きわめて興味深いことであるが、アズサ通りでの

リバイバルの前後に同様の出来事が世界各地で自然発生的に生まれていた。

そしてそれらのなかからも伝道者が生まれ、明らかにこの運動の拡大に寄与

した15）。

　インドにおいてもアズサ通りの運動とほぼ同時期にリバイバルが発生し

た。インドではすでに 19 世紀後半に各地のキリスト教会において散発的に

小規模なリバイバルが起きていた。しかしより広範囲に影響を与えることに

なったのは、インド西部の都市プネーのムクティ・ミッションにおいて
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1905 年から 1年半の間続いたリバイバルであった（ムクティとは「救済」

を意味する）。これは、バラモン出自のパンディタ・ラマバイという女性が

つくった伝道慈善団体の女子寮において、1905 年 6 月 29 日に少女たちが聖

霊のバプティスマを受けたことからはじまった。彼女たちは、アズサ通りや

他地域での出来事を知る前に異言を発したとされている。

　ラマバイとともにリバイバルを経験した後、女性たちはインド各地にその

経験を伝えた。さらにムクティ・ミッションでの出来事はチリのバルパライ

ソとサンティエゴにあったメソディスト教会にも伝わり、1909 年のチリで

のリバイバルにつながった。それゆえ、チリのペンテコスタリズムはその直

接のルーツをインドのムクティ・リバイバルにもっていると考えられてい

る。このようにインド内外において影響を与えたという点でも、ムクティ・

ミッションはペンテコスタリズムの初期の中心の一つであるとみられるべき

であると考えられている16）。

　ムクティ・ミッションは女性に導かれた女性たちの運動であり、抑圧さ

れ、周縁化された女性たちを動機づけ、エンパワーしたという点でも注目さ

れるべきであると議論される。ペンテコステ運動はかなりの程度において女

性やマイノリティなどの抑圧された人々による運動であるという特質をもつ

ものであるが、女性たちが中心になったという点において、ムクティ・ミッ

ションはアズサ通りの運動よりもさらに特徴的であった。インド各地にペン

テコスタリズムを伝えたのも女性たちであった17）。

　また 20 世紀初頭の朝鮮半島においても聖霊のバプティスマ、神癒、奇跡

を含むリバイバルが発生していた。最初のリバイバルは、1903 年 8 月にウ

ォンサン（現在の北朝鮮の東海岸に位置する港町）で始まった。その後

1905 年から 1907 年にかけてピョンヤンやソウルなどでもリバイバルが発生

した。これらの運動に関する記録には異言は記されていないが、多くの奇

跡、神癒、悪霊追い出し、その他の超自然的な出来事の発生は、ペンテコス

テ派のリバイバルにきわめて近いものであった18）。また、1904 年から 1905

年にかけてウェールズで起こったリバイバルはイギリスのペンテコスタリズ
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ムの歴史の中での重要な出来事であるとされている19）。さらに後述するよ

うに、テキサスのチャールズ・F・パーハムの教会で異言がみられたことが

ペンテコスタリズムの起源であるとする見方もある。このように 20 世紀初

頭ごろに世界各地でリバイバルが起こったのであり、いずれか一つを唯一の

起源とすることは難しい。しかしながら、ロサンゼルスのアズサ通りでのリ

バイバルが非常に多くの宣教師たちの活動の拠点となり、ペンテコスタリズ

ムの世界的展開にきわめて重要な影響を与えたことは事実である。

　アズサ通りでのリバイバルは 1906 年から 1909 年まで続いた。その中心に

なったのは、ウィリアム・ジョセフ・シーモア（William Joseph Seymour, 

1870─1922 年）というアフリカ系アメリカ人である。彼はメソディスト派の

中で発生したホーリネス運動の説教者であり、解放奴隷の息子であった。

1906 年 4 月 9 日にシーモアが滞在していた家で、その家の主人がシーモア

とルーシー・ファローというテキサスから来た伝道者に按手を求めたことか

らこの地でのリバイバルは始まった。

　彼らが按手すると家の主人は床に倒れ、異言を語りはじめたと伝えられて

いる。そしてその日の夕方から 3日間以上にわたって、シーモアを含む 7人

が同じような経験をすることになった。3日の間、夜昼なく人々が続々と集

まり、祈り祝福した。そのためその家はすぐに手狭になり、一週間以内にも

ともとは倉庫であったアズサ通りの建物を借りて、「使徒の信仰教会

（Apostolic Faith Mission）」という教会を設立した。この教会での会合は毎日

朝 10 時に始まり、深夜遅くまで続いた。異言で歌ったり、人々が床に倒れ

込んだりすることは一般的な現象であった20）。

　アズサ通りでのリバイバルはこのような身体的表現を伴うものであった。

このリバイバルを目撃した人物のなかに前述のチャールズ・F・パーハムが

いた。人々は「呪文をかけられ、痙攣し、トランス状態になって倒れた」と

彼はその時のことについて記した。もっともパーハムはこうした礼拝のあり

方には批判的であった。彼は聖霊のバプティスマと異言は認めていた。実

際、テキサスにあったパーハムの教会は異言が発せられることでよく知られ
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ていた。シーモアもそのことを聞きつけ、実際にパーハムの教会を訪れ、聖

霊の働きに関する認識を深めたと言われる。それはアズサ通りでのリバイバ

ル以前のことであったので、前述したように、ペンテコスタリズムの起源を

パーハムの教会での出来事であるとする見方もある。しかしパーハムは、異

言に関しては正当なキリスト教的経験として認めたものの、「トランス状態

になって倒れる」という経験は特殊な出来事として無視したのである。それ

に対してシーモアらは、異言のみでなくこうした身体的経験をも真性なもの

と見なした。彼らはそれを聖書の記述によって擁護した21）。後述するよう

に、これは「霊によって倒される（Slain in the Spirit）」などとして言及され

る現象であり、現在でも多くのペンテコステ派教会でみられるものである。

　もともとホーリネス運動の教会として「キリストにおける神の教会（The 

Church of God in Christ）」を設立したチャールズ・H・メイソン（1866─

1961）は、アズサ通りのリバイバルにおいて聖霊のバプティスマを経験した

一人であった。彼の教会は、他の多くの教会と同様に、その後ペンテコステ

化し、アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教会などと並んでペンテコステ派内

における大きな宗派の一つとなった。メイソンはアズサ通りでのその時の聖

霊体験をシーモアたちの新聞に次のように記している。

　 私は神に完全に身を任せ、神に同意した。その後、私は知らない言葉で歌を歌
い始めた。神が私を通じてその歌を歌うに任せることはこの上もなく心地よい
ことであった。神は完全に私を満たしていた。私は神に私の口とすべてを捧げ
た。その後、私は十字架のそばに立っていて、イエスが亡くなるときに発した
うめき声を神が発し、そして私もうめいたようにみえた。私が私のなかで聞い
たものは私の声ではなく、私の最愛の方の声であった。……私は神の両手の中
で言いなりになっていた。私は何かをしようとはしなかった。私は人々の話を
聞くことができたが、何も気にならなかった22）。

多くの人々がこのような聖霊に満たされる経験を持ち、それを熱意をもって

より多くの人々に伝えようとしたのである。

　アズサ通りでのリバイバルは世界中に知れ渡ることになったのであるが、
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その際大きな役割を果たしたものの一つが世俗のメディアによる報道であっ

た。この特異な宗教的出来事は多くの場合嘲笑的に伝えられた。メディアは

ロサンゼルスの比較的貧しい労働者階級の地域にある人種や文化が混合した

教会におけるこうした出来事を面白おかしく報道した23）。多くの人が礼拝

に訪れ、叫び、飛びはね、踊り出し、床の上に倒れ、転がり、トランスのよ

うな状態を経験する様子は、「聖なる回転者（The Holy Roller）」などとして

揶揄された。そうした報道がこの運動をおとしめたという側面は明らかにあ

った。しかし逆にこれによってこのリバイバルはさらに知れわたることにな

った24）。

　こうしたなかでホーリネス運動ですでに新聞の編集経験を積んでいたクラ

ラ・ラムという人物とウィリアム・シーモアとが、『使徒の信条（The 

Apostolic Faith）』という彼ら自身の新聞を発行し始めた。1906 年 9 月に発

行された創刊号の発行部数は 5000 部であったが、1908 年半ばには 5万部が

刷られ、世界各地へと送られた25）。2 年足らずで発行部数は 10 倍に増えた

わけである。

　世界中で関心が高まるなかで、ますます多くの人々がシーモアたちの教会

を訪れた。リバイバルを体験した人々はその後世界中に散らばり、さらに信

者を増やすことになった。人々はホーリネス運動や CMA（Christian and 

Missionary Alliance）のような急進的な福音主義組織に加入し、それらをペ

ンテコステ化していった。宣教師の数も急速に拡大し、たとえば中国国内だ

けでも 1915 年までに 150 人のペンテコステ派の外国人宣教師が活動してい

た。ペンテコスタリズムは、「前例がないほどの活気のある宣教師的移住運

動」をもたらした26）。

　世界中に広がったペンテコステ派の宣教師たち、あるいは各地の信者たち

の間にはネットワークがつくられていった。多くの定期刊行物が無料で配布

され、ネットワークを形成し、維持する役割を担った。こうしたなかでグロ

ーバルなコミュニティの一部であるという感覚、あるいはメタ・カルチャー

とでも呼ばれうるものがつくられていったと考えられている。ペンテコステ
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運動に共通する大まかな輪郭が徐々に形成され、標準化されて来たことも事

実である。それはアンドレ・ドゥローガースによれば以下の 3点であった。

まず、（1）聖霊の経験に中心的重要性を置くことであり、その経験には異言

のような「忘我的顕示（ecstatic manifestation）」が付随することである。次

に、（2）ペンテコステ派のコミュニティに受容されることにともなう「再生

（born again）」、あるいは回心（conversion）の経験があることである。そし

て最後に、（3）二分法的な世界観であり、それは「現世（world）」と「教

会」、「悪霊」と「聖なるもの」、「病気」と「健康」が対立するものとして認

識されることである27）。

2　聖霊の経験

　すでに触れたように、ペンテコスタリズムを他のキリスト教宗派と区別す

るおそらく最大の特徴は、異言、預言、神癒、奇跡、悪霊追い出しといった

聖霊によって贈られるとされる賜物（gift）をきわめて重視する点である。

ピュー研究センター（Pew Research Center）の 2006 年の報告によれば、こ

の派の圧倒的多数の人々は、彼らの礼拝において異言が発せられたり神癒の

ための祈りが行われたりすることが少なくとも時折あると答えている。大多

数の人々は自らが病気や怪我から回復したか、その経緯を目撃したとしてい

る。異言に関しては、異言を話したり、異言で祈ったりすることのない人も

多く、4割以上がその経験がないとされるものの、礼拝において異言がある

ことは一般的であるとされている。また、この調査によれば、8割以上のペ

ンテコステ派の人々は、奇跡は古代に起きたように、現代においても起こる

と信じている28）。

　ペンテコスタリズムにおいては聖霊に満たされることに大きな価値を置く

のであるが、初めて聖霊に満たされる経験を「聖霊のバプティスマ（Baptism 

in the Holy Spirit）」と呼び、その最初の証明が異言であると考えられてい

る。他の宗派のように水による洗礼も行われるのであるが、聖霊のバプティ
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スマは決定的な重要性をもつものだと言われる。ペンテコステ派の人々にと

ってのもっとも代表的な聖霊のバプティスマは『新約聖書』の「使徒言行

録」（2：1─4）に記録されたペンテコステの日、つまりイエスの復活日より

50 日目の聖霊降臨のなかで起こったものである。そして彼らは現代におい

ても同様の出来事を体験しうると考えている。聖霊のバプティスマは「聖霊

のリアリティのなかに完全に沈むことであり」、そしてそのように洗礼を受

けたものは誰もが「聖霊の現存と力についての生き生きとした意識をもつ」

と説明される29）。

　聖霊のバプティスマはたとえば次のような形で表れる。インド・トラヴァ

ンコール（現在のケーララ州南部）の A. M. O. マンメン（Mammen）という

男性はペンテコステ派機関紙に彼の妻の体験を目撃した時のことを次のよう

に書いた。「1912 年 6 月 3 日、私の妻は礼拝中に聖霊のバプティスマを受け

た。彼女は 1時間以上の間、踊り、飛びはね、手拍子を打ち、そして異言で

歌を歌っていた」。その約 10 日後に彼ら夫婦は水の洗礼を受け、同じ年の

10 月 31 日にマンメン自身も聖霊のバプティスマを受けることになった30）。

　聖霊のバプティスマが重要であるのは、それが力を与える出来事であると

されるからでもある。復活したイエス自身が、「あなたがたの上に聖霊が降

ると、あなたがたは力を受ける」（「使徒言行録」1：8）と述べたことが実際

に起こるのだと信じられているのである31）。またこの力は伝道のための力

であるとも考えられているが、それは「地の果てに至るまで、わたしの証人

となる」とイエスが述べたためである。こうしてペンテコステの日に聖霊の

バプティスマを受けたイエスの弟子たちはこの力を得て、迫害に耐え、伝道

を行ったのである。ペンテコステ派の人々は同様のことが現在においても起

こりうると信じている。それゆえ、聖霊のバプティスマを受けた人々はイエ

スの使徒らと同様の熱意と力をもって伝道することになる。ペンテコスタリ

ズムの驚異的な拡大の原因の一つがここにあることは間違いない。

　また、聖霊のバプティスマは「力あるわざ（mighty works）」を行うため

の力を与えるものだともされている。これは病人を癒し、また悪霊を追い出
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す力である（たとえば「マタイによる福音書」4：23; 12：28）。ペンテコス

テの出来事の後、イエスの使徒たちは「多くの不思議な業としるし（signs 

and wonders）」を行うことになった（「使徒言行録」2：43）。こうして、彼

らが行った奇跡に関して、たとえば、「エルサレム付近の町からも、群衆が

病人や汚れた霊に悩まされている人々を連れて集まってきたが、一人残らず

いやしてもらった」とある（「使徒言行録」5：16）。ペンテコスタリズムに

おいてはこのように聖霊に導かれ奇跡を起こすことは今日でも可能であると

考えられているのである32）。そしてそれが、後述するように、多くの人々

がこの信仰を受け入れる大きな要因の一つとなっている。

　異言（glossolalia: speaking in tongues）は初期のペンテコステ派内におい

ては聖霊に満たされるなかで未知の言語を話すことであるとされたが、現代

においては特定の意味を有さない言葉を発することを指すことが多いとされ

る33）。異言は聖書のなかで何度も言及される行為である。しかし、カトリ

ック教会や多くのプロテスタント教会では基本的に異言を含むカリスマ（賜

物）は使徒の時代に終わったと考えられている。この見方を確立したのは聖

アウグスティヌス（354─430）であった。マルティン・ルター（1483─1546）

やジャン・カルヴァン（1509─1564）も異言には否定的であった。ルターは、

異言はユダヤ人に与えられたしるしであり、終わったものであり、キリスト

教徒には奇跡はもはや必要ないとみなした。カルヴァンは、神は異言を教会

から取り除いたし、奇跡はずっと以前に終わっているのだと述べた34）。

　しかしそうした状況にもかなりの変化が生じ始めた。18 世紀初期にはメ

ソディストの集会において預言や神癒とともに異言を含む忘我的顕示がなさ

れた。1820 年代と 30 年代においてはシェーカー教徒の間に、あるいはロン

ドンの長老教会の人気牧師であったエドワード・アーヴィング（1792─1834）

の追随者の間にも異言が起こり始めた。1840 年代にはモルモン教の指導者

たちが異言を話した。他方、19 世紀を通じて拡大し続けたホーリネス運動

においては、聖霊のバプティスマを求める動きが高まってきた。こうした展

開のなかで、異言と聖霊のバプティスマを結びつけるペンテコスタリズムが
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生まれたのである35）。

　こうした誕生の経緯もあって初期のペンテコステ派教会においては、異言

にはかなりの比重が置かれた。前述したように、聖霊のバプティスマの最初

の証明が異言であるとされたのである。実際、先にも触れたように、今日の

ペンテコステ派の教会においても異言が聞かれることは多い。私自身も、訪

問したいくつかのスリランカのペンテコステ派キリスト教会の礼拝の場で異

言を聞いた。

　ただ、異言の重要性に関する見方は、この 100 年ほどのペンテコスタリズ

ムの歴史のなかでかなり変化したと考えられている。特に、1960 年代以降

に生まれたカリスマ運動においてその傾向が強かった。異言は信仰の表れで

あるとはみられ続けてはきたが、しっかりと回心を達成したことの証拠であ

るとは必ずしもみられなくなったのである。同様のことはペンテコステ派の

多くの教会でも起こり、20 世紀半ば以降、異言のもつ重要性は低下してい

る36）。異言は一般に公的な場よりも私的な礼拝において近年ますます用い

られるようになっている。これは世界的な動きであり、ボーマンによればイ

ンドにおいても同様の傾向にある37）。

　ところで、異言という語句は前述したように新約聖書に登場するものであ

り、ある程度聖書の知識がある人々にとってはその言葉自体は特異なもので

はないであろう。しかし、ある種の超自然的な現象であるとみられうること

は間違いない。そのためこれを精神異常と関連づける見解もあった。人類学

者であり、また言語学者でもあったグッドマンは異言を科学的に解釈しよう

と試み、これは通常のリアリティから引き離された変性意識状態（altered 

state of consciousness）において生まれるものだと主張した38）。しかし他の

いくつかの研究は、トランス状態や他の大きな心理的変化がなくても異言が

発せられることがあることを明らかにしてきた。この問題に関して、ニュー

ジーランドの宗教運動を調査したヘザー・ケイヴァンは、自然発生的異言

（spontaneous glossolalia） と 状 況 依 存 型 異 言（context─dependent 

glossolalia）があると述べている。彼女によれば、自然発生的異言は宗教的
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な変性意識状態の産物であり、発話者の心の中から出てくるものである。そ

れに対して、状況依存型異言が変性意識状態をともなうことはまれであり、

それ自体には大きな喜びはないのであるが、それによって過去の聖霊のバプ

ティスマの記憶が明確になり、その再現を望む気持ちを生むのだと指摘して

いる39）。

　異言と同様にペンテコステ派教会でしばしばみられる現象に「霊によって

倒される（Slain in the Spirit）」というものがある。これも部外者からすれば

明らかに特異なものであるが、かなり頻繁に起こるようである。私もスリラ

ンカのペンテコステ派教会でたびたび目撃した。宗教学者のドナルド・ミラ

ーが以下のように記述している状況は、私が見たものと非常に近い。ミラー

によれば、彼の南カリフォルニアのヴィンヤード・フェローシップという教

会での最初の経験は次のようなものであった。「礼拝の終わりに、何十人と

いう人々が祈りのために前に出てきた。平信徒の教役者たち（lay ministers）

がその人々に手を当てると彼らの多くは震えだし、トランス状態になって倒

れた」40）。

　このミラーの記述にある「手を当てること」はキリスト教の用法で按手と

呼ばれ、また礼拝の終わりに前に出ることはオルター・コール（altar call）

とも呼ばれる。多くのペンテコステ／カリスマ派の教会では、このように倒

れることを予期して、あらかじめ受け止める人が配置されている。彼らはキ

ャッチャーとも呼ばれ、按手される人の後ろに立ち、両手を軽く横に広げ

て、いつでも受け止められるようにしている。私のスリランカでの経験で

は、人々はキャッチャーに受け止められつつ静かに倒れ、その場にしばらく

横になった後に自分で起き上がる形が多かった。しかし、なかには床の上で

手足をばたつかせる人々もあった。他の地域においてもその形態はさまざま

であるといわれる。この経験は通常 2,3 秒から数分続くが、なかには何時間

も続くものもある。また倒れた人々はこのときのことを深く精神的なものと

して経験し、直後には漠然とした多幸感を得ると指摘されている。

　この霊によって倒されるという現象はキリスト教会の歴史のなかでは比較
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的新しいものであると言われるが、ペンテコスタリズムの登場以前にも確か

にみられたものである。14 世紀のドミニコ派の修道士にもみられたし、メ

ソディスト運動の指導者ジョン・ウェスレー（1703─1791）やアメリカを代

表する神学者であるジョナサン・エドワーズ（1703─1758）の記録にも存在

する41）。19 世紀以降のホーリネス運動のなかで活動したマリア・ウッドワ

ースという人物は「トランス伝道者（trance evangelist）」として知られてい

たのであるが、彼女の活動記録にもまた人々が倒れる様子が記されている。

それは 1882 年にオハイオ州のあるメソディスト教会においてのことで、彼

女が聖霊のバプティスマを求める礼拝を行ったところ、15 人の男女が祭壇

に向かい、恩恵を求め、倒れ、「死んだように横たわった」42）。

　しかし聖書の記述によって「霊によって倒される」という現象を根拠づけ

ることは必ずしも容易ではないとされている。聖書のなかに類似する箇所が

あることは事実である。たとえば、弟子たちがイエスを前にして「地に倒れ

た」（「ヨハネによる福音書」18：1─6）などの記述がそれに近いとされてき

た。パウロがその回心の時に地に倒れたこと（「使徒言行録」9：4）、「ヨハ

ネの黙示録」の「わたしは、その方を見ると、その足もとに倒れて、死んだ

ようになった」（1：17）という箇所を示し、教会内でも同じことが起こって

いるのだと解釈された。ただしこれらはある意味特殊な事例であり、霊によ

って倒されることをキリスト教徒の生活の標準的な経験であるとする根拠が

聖書のなかにないことも事実である43）。それでも、この現象はペンテコス

テ／カリスマ派の教会における礼拝時においてかなり頻繁にみられるもので

あるし、ペンテコスタリズムにおける一つの重要な要素であるとみなされて

来たことは確かである。

3　神癒の役割

　ほとんどのペンテコステ／カリスマ派の人々にとっては、神は活発に人々

の生活に介入するものである。神は神癒（divine healing）を含む人々の日常
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的なニーズに関心を払うものであり、他のキリスト教の宗派、あるいは仏

教、ヒンドゥー教、イスラームといった宗教よりも彼らの実際の要請により

よく応対してくれるものであると考えられている。実際、きわめて多くのペ

ンテコステ派の人々は神癒を経験しており、この運動の急激な拡大をもたら

したもっとも重要な要因であると考えられている。また、神癒には、失業、

アルコール依存症、家庭内のもめごとに対する癒し、あるいはマイノリティ

に向けられる人種的憎悪や社会的不正から生まれる苦しみに対する癒しなど

も含まれるとされる。

　宗教的な癒しは、仏教、シャーマニズム、ヒンドゥー教、道教、儒教など

でも行われるが、キリスト教の神の方がより効力のある治癒力を持っている

とかなりの数の人々は評価しており、それが人々がペンテコスタリズムへと

向かう理由の一つであると多くの研究者が指摘している。実際、ペンテコス

タリズムがもっとも急速に発展しているアジア、アフリカ、ラテンアメリカ

において、第 1世代のキリスト教徒の 8割から 9割が改宗の理由を自分か家

族が神癒を経験したからだとしている44）。インドのペンテコスタリズムを

調査したボーマンは、ペンテコステ派をカトリックや他のプロテスタントと

区別するのは、奇跡的な治癒をもたらす神の力への信仰であるとしてい

る45）。

　前述したようにペンテコステ派の宣教師や伝道師たちは「業としるし」を

布教活動に不可欠なものと考えた。実際、神癒はペンテコスタリズムへと

人々を引きつける際の大きな誘因となった。世界各地の諸文化においては病

気を治したり、悪霊から人々を守ったりするとされる宗教的霊能者の影響力

は強かった。人々はペンテコステ派の人々が説くキリスト教にそうした能力

を求めた。神癒の機会が無料で与えられることも人々を引きつける一因とな

った。今日においては、神癒への信仰やその実践は通信などに関わる新しい

テクノロジーを使って行われることもあり、この運動の影響力拡大の一因と

なっている46）。

　神癒はペンテコステ運動においてはさまざまな形で行われている。クルセ
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ードと呼ばれる大規模な集会で多くの人々を集め、神癒の奇跡を共有すると

いう形態もあれば、より小さな信者の集まりのなかで祈りや断食を行いなが

ら病人を癒すという形のものもある47）。私の主な調査地であるスリランカ

では、癒しの礼拝（healing worship）という場でも神癒が行われる。この礼

拝は、日曜礼拝とは別の日の夕方に行われることが多かった。形式は日曜礼

拝とよく似たもので、多くの場合ギター、キーボード、ドラムスなどを使っ

た演奏に合わせて歌が歌われ、その後牧師などが説教し、最後に癒しを求め

る人々が前に出るというものである。その時、前述の「霊によって倒され

る」ことが起こることもあれば、按手して祈りを捧げるだけの場合もあっ

た。また、牧師自身が病気などの問題を抱える家を訪問するという事例もあ

った。一度で解決できない場合は、問題が解決するまで訪問するとのことで

あった48）。

　使徒パウロの書簡のなかにも神癒の能力は記されており、中世においては

特にカトリックの聖人や神秘家たちによって行われるものだとされた。しか

し、宗教改革によって生まれたプロテスタント教会のなかには神癒をカトリ

ック的迷信であるとみなす傾向があった。18 世紀から 19 世紀にかけてのヨ

ーロッパにおける合理主義や近代医学の展開のなかでさらに否定的にみられ

るようになっていった。それでも、クエーカーや再洗礼派は神癒を信じてい

たし、メソディスト教会の創設者であったジョン・ウェスレーは神癒の奇跡

がたびたび起こったことを自らの日誌に記した。こうしたなかで、19 世紀

末にはホーリネス運動に属する人々を中心に神癒運動（divine healing 

movement）が起こった。ペンテコスタリズムはその直接的な継承者となっ

たのである。ペンテコステ派の人々のほとんどは、聖霊に満たされることで

誰でも神の力によって病人を癒すことが可能であると考えている49）。

　悪霊の追い出し（deliverance）と神癒とは密接につながっている。悪霊の

追い出しもまた異言などと同様にキリスト教会の歴史においてペンテコスタ

リズムの登場以前にも行われており、20 世紀初頭に新しく始まったという

わけではない。しかしながら、この行為は今日においてもかなりの数のペン
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テコステ派の教会において幅広く行われており、この運動の特徴の一つとも

見られうることも確かである。この悪霊追い出しは新約聖書に記されている

伝統の継承であると考えられている。教会によってはこの悪霊追い出しはき

わめて重要な癒しの行為であるとされ、高度に専門化され、複雑な活動にな

っており、その行い方に関するセミナーなどが開かれることもあると言われ

る50）。インドのパンジャーブ地方の研究によれば、その地のあるペンテコ

ステ派教会においても、神癒、特に悪霊の追い出しには大きな力点がおか

れ、教会の発展の主因となっている。とりわけ多くのダリト（「不可触民」）

の人々には「魔術」の影響が強く、彼らの間にキリスト教が広まる一因にな

っていると言われる。こうして癒されたものの 1割が洗礼を受けると報告さ

れている51）。

　今日においてはほとんどのペンテコステ派の信者たちは近代医学を拒否す

ることはないとされる。しかし彼らは医学による治癒が困難なときでも神癒

は有効であると信じている。いかに医学が進歩しようとも、近代医学が十分

には対処できない病気もある。また病気以外にも人々の生活にはさまざまな

対処困難な苦しみが付随する。その結果、近代医学が進んだ地域においても

神癒の要請が絶えないのである52）。

4　非ヨーロッパでの受容

　前述したように、ペンテコスタリズムは 20 世紀初頭に世界のいくつかの

地域で同時発生的に生まれ、急速に世界の多くの地域に拡大した。それはも

ちろん一つには熱心な伝道活動によるものであるが、もう一つは明らかにペ

ンテコスタリズムが非ヨーロッパの多くの人々にとってきわめて受け入れや

すかったからでもある。結論から言えば、人々は自らの世界観を大きく変え

ることなく、キリスト教の神を受け入れることができた。ペンテコスタリズ

ムはどのように伝道され、受容されたのか。そしてそれは過去の伝道、カト

リックや他のプロテスタントの伝道とはどのように異なっていたのであろう
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か。

　前述のように、ペンテコスタリズムの多くの部分はその端緒においてはア

ズサ通りでのリバイバルの影響を受けた宣教師たちによって各地に伝えられ

た。欧米の宣教師がアジアやアフリカにキリスト教を伝えるという形態にお

いては従来のカトリックやプロテスタントの宣教師たちと同じである。さら

に、ペンテコスタリズムを伝えた宣教師たちがキリスト教の根源的な優位性

を確信していたという点でも大きく違わない。彼ら以前の宣教師たちと同様

に、「異教徒」の国々に「光」をもたらす者として彼らは自らをみていた。

彼らにとってたとえばインドの聖人は「悪魔に取り憑かれた人々」であり、

中国は「悪魔の巣窟」であった。イスラームに対しては偶像崇拝的なものと

して批判することはなかったが、反キリスト教的な敵であるとみなした。ペ

ンテコステ派の宣教師たちは、彼ら以前の宣教師たちと同様に信者たちには

他の宗教からの根源的な断絶を望んだ53）。

　さらに初期の宣教師たちは、パターナリズムや人種主義的な態度をもそれ

以前の宣教師たちから引き継いでいた。彼らの多くは外国人による監督がな

ければ、現地の教役者たちは効果的に動けないだろうと考えていた（しかし

現実はその逆であり、宣教師たちの監督がないほど布教は効果的になされた

とされる）。また、多くの宣教師たちは人種主義的であり、アフリカやイン

ドなどで教会関係の成人を boyと呼ぶことは一般的であった。さらに、宣

教師たちは現地の教役者たちとは隔離された場所に住むことを好んだ。植民

地化のプロセスに対しても他の宣教師たちと同様に彼らは肯定的であった。

植民地化は福音を広めるために神から与えられたものであると信じてい

た54）。そうした態度は現地の人々の間に反発をもたらし、明らかに宣教を

より困難にした。

　しかしながら、これはきわめて重要な点であると思われるが、啓蒙主義や

自然科学への態度や現地の人々の世界観への共感という点においては、ペン

テコステ派の宣教師たちはそれ以前の宣教師たちとは根源的に異なってい

た。ペンテコステ派以前の大部分のプロテスタントの宣教師たちにとって
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は、アジアやアフリカの人々の文化や信仰は無知から来る迷信であり、西洋

式の教育によって克服すべきものであった。そして病気は近代西洋医学によ

って治癒されるべきものであった。カトリックやプロテスタントの宣教師た

ちは実際、西洋教育を施す学校をつくり、病院をつくった。

　しかしペンテコステ派の宣教師たちはこの点においてそれ以前の宣教師た

ちと大きく異なっていた。彼らにとっては、人々が直面する悪はたんなる迷

信ではなかった。現地の人々は、病気、貧困、失業、孤独、悪霊、魔術、呪

術などの問題を抱えていた。ペンテコステ派の宣教師たちは、人々のかかえ

る問題を無知な迷信として切り捨てることはせず、キリスト教の全能の神と

聖霊によって解決されるものだと伝えた。そしてその解決法は多くの人々に

とってより効果的なものであると認識された。宣教師たちは人々がかかえる

問題は現実のものであると考えていたし、教育や合理的思考によって解決で

きるものではないと考えていた。現地の人々の苦しみは超越的、霊的な存在

によってしか根本的には解決できないと彼らは考えたのである。その点にお

いて現地の人々とペンテコステ派の宣教師たちとの見解は一致したのであ

る55）。

　このように、霊と邪悪な力の対立を基礎とするペンテコステ派の宣教師の

世界観とアジアやアフリカの多くの地域の人々の世界観は大きく合致するも

のであった。そのためペンテコスタリズムの聖霊に関するメッセージは人々

にスムーズに受け入れられたのだと考えられている。人々は「悪魔を翻訳す

る」ことによってこの信仰を受け入れたのだとも言われる。ペンテコスタリ

ズムは、霊的な力に重きを置く人々の世界観を否定することなく、その中に

入り込み、人々の世界観に変更を加えたのである56）。

　こうして聖霊のバプティスマを受け、ペンテコスタリズムを受け入れた

人々は、その後は熱心な伝道者となった。ペンテコスタリズムはその誕生直

後から活発な伝道運動でもあったが、その中心にあるのは前述したように聖

霊によるエンパワーメントである。彼らの多くは聖霊の導きによって目的地

を決め、教会を設立した57）。
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おわりに

　ペンテコスタリズムは今日ほぼ世界中で影響力を拡大しているキリスト教

内でのグローバルな運動であるが、私が主にフィールドとしてきたスリラン

カもその例外ではない。メインラインのプロテスタント教会の信者数が低迷

する中で、ペンテコスタリズムを受け入れた教会の影響力は確実に拡大して

きた。その結果、それは仏教ナショナリズムからの激しい抵抗を招いてき

た。私は、スリランカにおける反キリスト教的動きの政治的、経済的背景を

探る中でペンテコスタリズムに出会った。

　本稿は、ペンテコスタリズムの基本的な性格と歴史的展開のあり方に関し

て、近年欧米等で急速に蓄積されつつある研究に私のスリランカでの調査を

付け加えつつ整理したものである。異言、預言、神癒、あるいは「霊によっ

て倒される」、悪霊追い出しといった近代合理主義では説明困難であるとも

思われるような現象を伴うこの運動のあり方に関して、できる限り客観的に

明らかにしたつもりである。もちろんそれは一つにはこの運動の社会的、経

済的、あるいは政治的影響を探る上で不可欠な作業であると考えたからであ

る。しかしそれは、私自身がフィールドワークにおいて幾度となく遭遇して

きたある意味きわめて超自然的な現象を自らに説明するための作業でもあっ

た。

　ピーター・バーガーは「現代の諸事情の分析において宗教を軽視する人々

は大きな危険を覚悟することになる」と述べた58）。宗教は近代化とともに

少なくとも完全には衰退するものでもなく、あるいは全面的に私事化するも

のでもない。一見非合理に思われるものであっても、非常に多くの人々にと

ってはきわめて重要な意味をもつ。たとえ人々の根底に何らかの非宗教的

な、たとえば政治的、経済的な動機があったとしても、現実に関する宗教的

理解によって行動が決定され、正当化されることは多い。それゆえ、ジャー

ゲンスマイヤーとシェイクが指摘するように、「宗教的な語彙、信仰、概念
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を真摯に受け止めること」は今日の社会科学において求められるきわめて重

要な方向性の一つである59）。

　本稿で明らかにしたように、ペンテコスタリズムの急速な拡大の原因の一

つは明らかにその宗教的信仰や実践の「非合理性」である。ペンテコスタリ

ズムが今後どのように展開していくのか、あるいは現実の社会において人々

の生活にどのような影響を与えていくのかに関してはさらなる多面的な考察

が必要であると思われる。
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